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解
説 

二
〇
八
段
、「
寺
は
」
の
項
に
笠
置
寺
が
で
て
い
る
。
壺
坂
寺
は
観
音
の
霊
場
と
し
て
、
笠
置
寺
は

弥
勒
の
霊
場
と
し
て
、
法
輪
寺
は
薬
師
の
霊
場
と
し
て
当
時
著
名
で
あ
っ
た
か
ら
、
数
あ
る
名
寺
の
中
で

こ
の
三
寺
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。 
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〔
二
〇
八
〕 

 

寺
は 

壺
坂
、
笠
置
、
法
輪
、
霊
山
は
、
釈
迦
仏
の
御
住
み
か
な
る
が
あ
は
れ
な
る
な
り
、
石
山
、
粉

河
、
志
賀
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